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までの間(延長１.９km)が、平成２２年２月２７日 

(土)１５:００に開通しました。この度、開通後半年間の交通状況と整備効果を取りまとめま

したので、お知らせします。 
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開通後半年間の交通状況と整備効果をお知らせします。 

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 都庁記者クラブ 

神奈川県政記者クラブ 横浜市政記者会 横浜ラジオ・テレビ記者会 

発表記者クラブ 

＜交通状況＞ 

○圏央道 海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間の開通後半年間の平均交通量は、約１０.７千

台／日で、順調に増加しています。 
 

○海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間を利用する平均交通量の内訳は、東京方向からと名古

屋方向からが同程度でした。 
 

○厚木ＩＣの出入交通量は、開通前より約７.４千台/日（約９％）減少しました。 
 

○海老名ＩＣの整備により、周辺一般道路の車の流れに変化が生じ、相模川渡河部の

交通量が減少し、海老名ＩＣ周辺の交通量が増加している状況を確認しました。 
 

＜整備効果＞ 

○海老名ＩＣを利用した救急搬送が１１件あり、人命救助に役立つと共に、搬送時間

の短縮により救急車不在時間が減少し、市民生活の安心確保に繋がっています。 
 

○海老名市及び厚木市内にお勤めの方にアンケート調査をした結果、相模川渡河部の

交通混雑緩和について、約４割～５割の人が実感しています。 
 

○海老名市内の企業からは、海老名ＩＣ利用による移動時間短縮効果、それに伴うド

ライバーの疲労やストレス軽減効果があると声が寄せられています。 

問い合わせ先 
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１．圏央道の交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２月２７日に開通した圏央道 海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間の交通量は、開通直後の３月平均が約

１０.３千台/日、直近の８月平均が約１２.１千台/日、開通後半年間の平均が約１０.７千台/日と

順調に増加しています。 

・開通後半年間に海老名ＪＣＴ～海老名ＩＣ間を利用した平均交通量の内訳は、東京方面が約５.６

千台/日、名古屋方面が約５.１千台/日でした。 

・その一方で、隣接する厚木ＩＣの出入交通量は約７.４千台/日（約９％）、横浜町田ＩＣの交通量

は約１.３千台/日（約２％）開通前より減少しました。 

※交通量は交通量計測装置によるデータを速報値として記載。 

※開通前は平成 22 年 2月 20 日（土）～2月 26 日（金）の日交通量の平均値を記載。 

※開通後 1ヶ月は平成 22 年 3 月 1 日（月）～3月 31 日（水）、開通後半年は 3月 1 日（月）～8月 31 日（火）の日

交通量の平均値を記載。 
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 20 万分の 1地勢図を複製したものである。（承認番号 平 21 業複、第 765 号） 
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２．海老名 IC 及び厚木 IC 周辺一般道の交通量 
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・開通前（２月２３日）と開通後１ヶ月（４月６日）、開通後半年（９月２日）に、市内の一般道に

おいて交通量調査を行いました。 

・相模川渡河部の交通量を開通前後で比較すると、相模大橋で約１.２千台/日（約５％）、戸沢橋で

約０．３千台/日（約１％）減少していました。 

・一方、海老名ＩＣに向かう交通量は、藤沢厚木線で約２.７千台/日（約２０％）、相模原茅ヶ崎線

で約１.９千台/日（約１１％）増加していました。 

・海老名ＩＣ整備により周辺一般道路の車の流れに変化が生じ、相模川渡河部の交通量が減少、海老

名ＩＣ周辺の交通量が増加している状況を確認しました。 

圏
央
道 

東名高速道路 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発

行の2万5千分の1地形図を複製したものである。

（承認番号 平 21 業複、第 765 号） 

※開通前は平成 22 年 2月 23 日（火）、開通後は平成 22 年 4月 6日（火）、9月 2日（木）の交通量調査結果を記載。 
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圏央道開通前の高速道路へ

の車の流れ 

圏央道開通後の高速道路へ

の車の流れ 

図中の数字は開通前後の断面交通

量の変化量を示す(単位：千台/日) 
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３．救急搬送等における所要時間の短縮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・海老名市消防本部では、今年３～８月の半年間における総搬送件数は２,６２０件で、うち管外へ

の搬送が６８２件ありました。 

・海老名ＩＣ～海老名ＪＣＴの開通後、同区間を利用した救急搬送件数は１１件で、東京都内や横

浜市内、小田原市内の病院への搬送でした。 

（平成２２年８月３１日現在）

・これらの搬送を開通前後で比較すると、東京方面で約２０分、横浜方面で約１０分、小田原方面

で約３０分短縮しており、患者の方々の早期治療に寄与しています。 

・また、帰署時間も東京方面からは約２０分、横浜方面からは約２０分、小田原方面からは約５０

分短縮しており、救急車の不在時間が減少しています。 

【東京・横浜方面】 

搬送時間：約１４分短縮 

帰署時間：約２８分短縮 【小田原方面】 

搬送時間：約３０分短縮 

帰署時間：約５０分短縮 
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【東京方面】 

搬送時間：約２０分短縮 

帰署時間：約２０分短縮 

【小田原方面】 

搬送時間：約３０分短縮 

帰署時間：約５０分短縮 

海老名市消防本部（搬送件数
内訳）平成 22 年 3 月～8月 

搬送先： 

小田原市立病院 

搬送先： 
順天堂大学附属
順天堂病院 

【横浜方面】 

搬送時間：平均約１０分短縮 

帰署時間：平均約２０分短縮 

搬送先： 
横浜市大医学部
附属病院 

搬送先： 
昭和大学 
藤が丘病院 

搬送先：
横浜第一
病院 

管内（市内） 

1,938件、74％

管外（市外） 

682 件、26％ 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 20 万分の 1地勢図を複製したものである。（承認番号 平 21 業複、第 765 号） 

※救急搬送に関するデータは、海老名市消防本部のデータを基に作成。 

※各方面への搬送時間、帰署時間の短縮は、平成 21 年度と平成 22 年 3月～8月までの実績のうち搬送先が同じものを単

純比較した結果であり、今後の搬送における時間短縮を確約するものではありません。また、同じ搬送先でも全く同じ

ルートを利用するものではありません。 
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４．一般ドライバーからの声 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査概要 

 

 

 

 

 

 

問１ 海老名ＩＣができたことにより、相模川渡河部の混雑状況がどのように変化したと実感されてい

ますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 海老名ＩＣができたことにより、高速道路を利用される機会は増えましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・圏央道の整備効果について、海老名市及び厚木市内の企業等にお勤めの方にアンケート調査を行い

ました。 

・相模川渡河部の交通混雑緩和について、相模大橋付近で約５０％、戸沢橋付近で約４０％の人が実

感しています。 

・海老名ＩＣ整備により、約３０％の方が「高速道路利用機会が増えた」と言っています。 
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相模大橋付近 戸沢橋付近 

調査手法：当社にてアンケート用紙の配布及び回収を実施 

配布期間：平成２２年４月８日～１４日 

配 布 先：海老名市及び厚木市の食品関連（４社）輸送関連（２社）、郵便局、商工会議所等にお勤

めの方 

配 布 数：１，１００枚 

回収期間：平成２２年４月１９日～３０日 

回 収 数：５１９枚（回収率４７％） 

増加した,
142名, 27%

変わらない,

377名, 73%
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５．企業からの声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナショナルチェーン：全国的規模で複数の地域にチェーンストア網を確立している飲食・小売企業。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※物流等に関するデータは、各社へのヒアリング調査、実態調査の結果を基に作成。 

【海老名ＩＣ開通による効果】 

・商品の配送はトラック輸送が主であり、厚木ＩＣから海老名ＩＣへ利用ＩＣ

を変更したことにより、３０～４０分（片道）の時間短縮が図られた。 

・特に大手ナショナルチェーンでは納

品期限が厳しく、確実な納品を達成

するために高速道路を利用するの

で、時間短縮の効果はうれしい。 

・（配送車両の海老名ＩＣ利用台数： 

６３台／日（９／９実績）） 

【圏央道延伸への期待】 

・関越自動車道などへは、首都高速道路を経由しているル

ートから、圏央道のみでのアクセスが可能となることか

ら、搬送におけるさらなる時間短縮に期待する。 

Ａ 社 

【海老名ＩＣ開通による効果】 

・商品の配送や原材料の仕入れ、営業活動等において、厚木ＩＣから海老名

ＩＣへ利用ＩＣを変更したことにより、２０～６０分（片道）の時間短縮

が図られた。 

・自社工場間の商品搬送入（関西・名古屋・東北）、原材料の搬入（関西・

名古屋）における広域搬送でも高速道路を多く利用している。 

・商品は神奈川全域、静岡、東京西部、山梨へ配送しているが、納品期限が

厳しいため、時間短縮の効果はうれしい。 

・ドライバーからは、「一般道の渋滞を通過しなくてよいので、疲労やストレスが軽減される」と

いった意見が多い。 

・（配送車両の海老名ＩＣ利用台数：６１台／日（９／２実績）） 

【圏央道延伸への期待】 

・圏央道延伸の効果は大きい。配送先が埼玉、新潟、長野にもあり、中央自動車道、関越自動車

道とのつながりにより、ＩＣ利用だけではなく搬送ルート自体の見直しが考えられる。

Ｂ 社 

首都圏における高速道路ネットワーク

現在の利用ルート 

圏央道整備後の利用ルート 


